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〔特別 掲 載〕

（東京女医日誌第30巻第11号頁2385－2395昭和35年11月）

歯槽膿漏症の生化学．的研究

東京女子医科大学口腔外科学教室（主任 村瀬正雄教授）
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（受付昭和35年9月26日）

         緒    言

 歯槽膿漏症の発生機序は，今日のところまだ不明であ

る。病因論においても，全身疾患，とくに新陳代謝障

害，植物神経系統疾患などよりおこるという内因説と，

歯石その他の刺激により，歯頸部附近の歯牙周囲組織に

おこる局所性の慢性化膿性炎であるという外因説とがあ

り，極めて複雑な疾息である。そこで歯槽膿漏症の本態

に関する研究の一環として本教室においては，村瀬ら11

は歯槽膿漏症における糖質代謝を研究した。一方著者は

歯槽膿漏症の唾液の性状を研究し，また唾液成分と血液

成分との比較検討を行い，本症における病因的因子を追

究してみた。その結果，いささかの知見を得たのでここ

に報告するQ

        工 実験方法

 1，実験材料

  a 健康者について

 新宿区立某中学校，および本学脊護学院の生徒で，歯

構膿漏症および齪蝕，その他全身的にも疾愚のない健康

者60名を選んで測定した。

  b 歯槽膿漏症罹患者について

 臨床的所見，ならびにX線像により歯槽膿漏症と診断

されたものである。

 歯槽膿漏症の分類は，歯槽膿漏症研究班の分類に従

い，軽度（1度），中等度（■度），高度（N度）と分類

した2）。

  c 血液のとり方

 腕の正中静脈より採血を行った。

 2．測定法

  a 唾液pHの測定法

   イ 箔比色法

 Wulff氏箔比色計を改良した水素イオン濃度測定用箔

比色計（共立理化学研究所製）を用いて測定した。すな

わち，被検者を蒸溜水にて含噺をさせ，しかるのち舌下

部に瀦溜してくる混合唾液に対し試験箔の一片をピンセ

ットで保持して，その一端を唾液に触れしめ4分後にと

りだして標準変色表と比色しpHを測定した。

   ロ ガラス電極法

 ガラス電極pHメーター（飯尾電気製作所製）を用い

て測定した。すなわち，被検者を蒸溜水で含蹴させ，自

然に流出する混合唾液を容器にとり測定した。

  b 血液，膿汁のpH測定法

 膿汁のpH測定は，歯肉を乾燥綿で軽く清拭し，指頭

で歯肉縁を軽く圧迫し，pH試験箔を直接歯肉嚢に挿入

して測定した。静脈血のpHは，採血丸尽ちに測定を行

い，局所血液のpHは歯槽膿漏症の炎症高度の部をメス

で刺し湧出してくる血液についてpHを測定した。

  c 血糖量の測定法

 血糖量の測定には，Hagedorm－Jensen法3｝を用いた。

  d 炭酸ガスの測定法

 炭酸ガス含有量の測定は，Van Slykeの検圧計4｝を

用いて行った。すなわち，口腔内でpHを測定した後，

ただちに唾液を採取して流動パラフィンで密封し，即時

に測定した。血液炭酸ガス含有量は，採拍1液をヘパリン

を塗布した遠心沈澱管中にとり流動パラフィンを重層し

て密封し，ただちに測定した。

 e ナトリウム，カリウム，カルシウムの測定法

 ナトリウム5），カリウム5｝，カルシウム6｝の測定は焔光

光度計（日立製作所製）を用いて行った。

”YOShiaki OHASHI （Department of Oral Surgery， Tokyo Women’s Medical College） ： BiochemiCal

studies of periodontal disease （so－called alveolar pyorrhoe）．
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ただしこの場合，睡液を直接測定すると，唾液申の有機

物（ブドウ糖，尿素，蛋白質など）が測定を阻害するの

で，これらの影響を除くため唾液を0．5m1とり50倍に

稀釈して測定した。

 f 粘稠度，ムチンの測定法

 粘稠度の測定にはOstwald粘稠度計を用い，恒温槽

く30。C）の中で，蒸溜水および睡液の流速時間を求めて

相対粘度を計算した7）。 ムチン含有量の測定は，唾液に

10％酢酸を加えて生ずる沈澱を遠心により分別し，この

ものについてミクロキエルダール法により測定した8｝。

        皿 実験結果

 1、唾液pH測定の吟味

  a ガラス電極法と箔比色法の比較

 健康な男子30名，女子30名について口腔内で箔比色法

により唾液pHを測定し，また採取唾液につい箔比色法

ならびにガラス電極法により唾液pHを測定した結果

は，第1表の通りである◎平均値について観察してみる

に，男女とも採取唾液をガラス電極法，箔比色法いずれ

の測定法によって測定しても著差はみとめられない。ま

た口腔内で測定した場合と，採取して測定した場合にお

いても著差は認められないが，口腔内瀦溜唾液の方が僅

かに低い値を示している。いずれにしてもこれらの値は

第1表 箔比色法ガラス電極法を用いた場合の唾液PHの比較について

男 子 女 子

年 三 取 唾 液 口腔内の唾液

令iガラ縄鰍陪比色法箔比色法
14

11

t1

15

tt

／1

x1

！ノ

7． 75

7．65

7． 3

Z45・

7． 9

7． 5

7． 65

7．6

7．7

7．7

Z6
7． 35

7．65

7．65

7．7

7． 45

7． 5

7． 3

7． 55

7． 6

7． 25

7．3

7．4

7． 25

7．45

7． 5

7． 5

7． 45

7． 35

7． 75

7． 6

7．8

7． 2

7． t1

7．8

7． 4

7． 6

7． 6

7． 6

7． 8

7． 8

7． 2

7． 8

7． 6

7． 8

7． 4

7． 6

7．4

7． 4

7． 6

7．4

7． 4

7．4

Z2
7．4

7．6

7．6

7． 4

7． 4

7． 8

7． 6

7．6

7．0

7． 2

7． 6

7． 4

7． 4

7．6

7． 4

7．6

7． 8

7． 0

7． 4

7．4

7． 8

7， 4

7． 4

7． 2

7． 4

7． 6

7． 4

7． 4

7． 2

7． 2

7．2

7．6

7e 4

7． 2

Z2
7． 8

年 採 取 唾 液 1三内の嚇
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11
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16

11

訓ガ・・電te・・ig L［i色一寸色法

15

rt

16

11

v

x／

！1

1x

f／

平 均

総平均

x！

7． 53

7．52

7． 53

7． 51

7． 41

7． 40

tx

17

11

tt

／x

tt

tt

11

18

11

tt

t／

tt

11

11

19

1t

20

！ノ

21

7． 3

7．3

7． 5

7． 65

7． 3

7． 65

7． 5

7． 7

7． 55

7． 3

7． 9

7． or

7． 7

7．7

zi
7． 65

7．35

7． 5

7．55

7． 6

7． 0

7． 55

7．75

7． 85

7．35

7． 35

7． 45

7． 6

7． 3

8．エ5

7． 4

7．2

7． 4

7．6

7． 2

7．6

7． 4

7．6

Z4
7． 2

7，8

7． 6

7． 8

7．6

7． 2

7． 6

7．4

7． 4

7． 4

7．6

7． 2

7．4

7．6

7． 8

7．4

7． 4

7． 4

7． 4

7． 2

8． 2

7． 2

7．2

7． 2

7．4

7． 2

7．4

7． 4

7．6

7． 4

7． 4

7． 4

7． 4

7． 6

7． 4

7． 2

7． 4

7． 2

7． 4

7． 2

7． 4

7． 2

7． 2

7． 6

7． 6

7．4

7．4

7． 2

7． 4

7． 4

8．2

平刻 7． 52 7． 48 7． 39
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第2表 唾液pHの日差について

＼ 被験者
測論＼

男

28才1 ・・才

第 1

n 2

xt 3

” 4

n s

i／ 6

日 目

tl

Xl

！ノ

tt

v

7． 4

7． 2

7． 4

7． 4

7． 4

7． 2．

7． 4

7． 4

7． 4

7． 2

7． 4

7．4

女

23才121才

7．2 1 7．4

7．4 1 7．4

7．2 1 7．4

7．4 1 7．4

7．4 ［ 7．4

7．4 i 7．4
  1

平 均1・・33 1・・377・33 7． 40

第3表唾液pHの時差について

被験者［男28才女21才    1

測定時刻 i環劉・H：環境「・H
6． 00

7． 00

8． 00

9． 00

10．00

11．00

12， OO

13． 00

14．00

15． 00

16．00

17． 00

18． 00

繍
1睡 眠

1

勤 務

 u
i’ it

1食事、
時務．
In
I ll

l休“養：

   
7．2旨起床 7．0
7．0   毫力  務    7．O

  I
6．8     〃      7．2

7．0食事 6．8
7・2勤醐6・8
7・4

堰h @6・8
7．4i食事… 6．8
7．2   勤  務 i   7．0

7．4     〃      6．8

7．2     〃      6．8

7．4   〃    7．0

7・6食事16・8
    養17．4 1休        6．6

平  均 7． 25 ［ 6． 89

正常変動範囲内にあるので，誤差はないとみなされる。

以上の結果より，箔比色法はガラス電極法よりも操作が

簡単であり，また誤差も少いので以後箔比色計を用いて

唾液pHを測定した。

  b 唾液pHの日差について

 健康な25才および28才の男性と，21才ならびに23才の

女性の4名について唾液pHの日差を測定した。結果は

第2表に示す通りである。日差を観察する場合には，6

日間午前10時の測定値について比較検討した。午前10時

を選んだのは食事の影響が比較的少く，また疲労度，精

神的影響などによる変動を防ぐために選んだ。この結果

唾液pHの日差についてはほとんど変動がみられなかっ

た。

  c 唾液pHの時差について

 健康な男女各1名について，唾液pHの時差を測定し

た結果は第3表の通りである。時差を観察する場合に

は，早朝6時より夜6時まで1時聞ごとに箔比色法を用

いて口腔内で直接pHを測定した○食後1時間後に僅か

に低下を示したが，睡眠中，勤務申，休養中においては

何ら変化はみられなかった。

 2．歯槽膿漏症罹患者の唾液，膿汁，静脈血，局所血

液のpHならびに血糖値との比較検討

 歯槽膿漏症罹患者40名について，軽度，中等度，高度

の臨床所見に従い，観察してみた結果は第4表の通りで

ある。歯槽膿漏症が高度になるに従い血糖値は僅かに増

大し，唾液，膿汁のpHは共に僅かに酸性側に移行して

くるが，静脈血のpHはほとんど変動なく，局所血液の

pHは静脈血よりも少し低い値を示してはいるが，酸性

側移行は認められない。また，性別によりこれらを観察

第4表 歯槽膿漏症における血糖値ならびに唾液，膿汁，日当血，局所血液のpHについて

分 類 s

1氏

被 験 者 p H

名媚令嗣 液 膿 汁 静劇血

     血 糖 値
      m．g／dl局所血液

軽

     杉
i      l

l愚妻
1   ！大
I

rs一一ll． 1一

昌

良

和

24

25

26

29

7． 0

7， 0

7． 0

7． 0

7． 0

7． 2

7． 0

7． 0

7． 4

7． 2

7． 2

7． 4

7． 4

7． 2

7． 4

7， 2

74

73

73

74

7． 00 7． 05 7．30 7． 30 73．50

度

  1橋
  1笹

  1西
女   模

  匿

  騰

み

す

年

花

下

せ

澄

17

19

24

11

26

29

31

7． 0

7． 0

7．0

7． 0

7． 0

7． 0

7． 0

7．0

7． 0

7． 0

7． 2

7． 2

7． 0

7． 0

7． 4

7． 4

7， 2

7． 4

Z2
Z2
7． 4

7． 2

7， 4

7． 4

7． 2

7． 2

7． 2

7． 4

69

78

72

74

70

72

55

平 均 7． 00 7． 06 7． 31 7． 29 70．00

呼均 7． 00 7． Oor 7．3e 7． 29 71．27
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中

等

度

  1「菊

   正
男  福

   石

高

度

1変

和

光

公

俊

守

松

26

30

33

34

41

69

7．0

6． 8

7． 2

7．0

7． 0

7．0

7． 2

7． 0

7． 0

7． 0

6． 8

7． 0

7． 2

7． 4

7． 4

7． 4

7． 2

7． 4

7． 2

7． 2

7．2

7．2

7． 2

7． 4

77

62

64

81

67

83

平均「 7． 03 7． 00 7．33 7． 23 72．33

女

1小
i萩

随
1局
1橋
［宮

 大

 竹

 小

 高

 米

 有

 中

 遠

隔

那

富

美

八

芳

喜

幸

秀

好

公

利

逸

16

18

19

22

1t

25

27

32

t／

33

34

t1

39

44

7． 2

6． 8

7． 0

6：8

7． O

zo
6． 8

7． 0

6． 8

7． 2

7． 2

6． 8

7． 0

7． 0

7． 0

7． 0

7． 0

6． 8

7． O

Z2
6． 8

7．0’

7．0．

7． O

zo
7．0

・7． 0

6． 8

7． 2

Z2
Z2
7． 2

7． 4

7． 4

7． 4

7． 2

7． 2

7． 4

7． 2

7． 4

7． 4

7． 0

7． 2

7． 2

7．2

7． 0

7． 2．

7． 2

7． 2

7．2

．’

V．2

7． 4

7．2

7． 2

7．4

7．0

70

82

66

61

75

73

59

82

73’

82

59

79

89

68

    

平均1 6． 97 6． 96 7．26 7． 20 72． 71

平刻 6． 99 6． 98 7． 29 7．21 72．60

男

松

山

杉

庁

官

太

八

v2

40

58

62

7． 0

6．8

6． 8

7． 0

6，6

6． 8

6． 6

6． 8

7． 4

7． 4

7． 2

7． 2

7． 2

7． 2

7． 4

7．2

78

82

86

71

平 均 7． 90 6． 70 7． 30 7． 25 79． 25

女

松

松

小

渡

1大

宝

み

良

富

士

21

34

37

59

60

7． 0

7． 0

7．0

7．0

6． 8

6． 8

6．8

6． 8

6． 8

6． 4

7．4

7． 2

7． 2

7． 4

7． 4

7．2

Z2
7．2

7．2

7． 2

78

73

78

87

89

平 均 6．96 6． 72 7． 32 7．20 80． 00

平 均1 6． 93 6． 71 7．31 7． 22 80．20

総平均 6． 98 6． 90 7． 30 7． 23 73．95

してみると，男女の差はあまり認められなかった。一方

年代別に観察してみると，年代を経るに従って血糖値は

やや増大する傾向を示し，睡液，膿汁のpHも高年者に

なるに従い僅かに酸性側移行の傾向を示すが，静脈血，

局所血液のpHはほとんど一定の値を示していた（第5

表）。また，歯槽膿漏症の高度のものは，比較的高年者

に多いことも観察される。

 3．歯槽膿漏症罹患者の睡液pH，ならびに唾液中の

炭酸ガス含有量，血液中炭酸ガス含有量との比較検討

 歯槽膿漏症の軽度，申三度，高度の臨床所見に従い観

察してみた結果は，それぞれ第6表，第7表，第8表の

通りである。歯槽膿漏症が高度になるに従い，唾液の

pHは僅かに酸性側に移行し，唾液中の炭酸ガス含有量

もpH値に比例して僅かに減少して行く傾向を示してい

る。性別により観察してみると，唾液pHは著差はない

が，唾液中炭酸ガス含有量は，軽度，申才度，高度の臨

床所見において男性は女性よりもいずれも低い値を示し

ている。また歯槽膿漏症罹患者の唾液pHと，唾液中炭
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第5表 年代別に分類した歯槽膿漏症の血糖値なら

   びに唾液，膿汁，静豚血，局所血液のpHの
   平均値について

平均 11…2ド5・3153・34

㌦液1膿，訓醗剰局讐液臨妙、Pt

10年代17．00

20年代！6． 97

30年代・7．00

蟹年岱i6・・95

7． oe 1 7． 2s 1 7． 24 1 73． oo

           I
7． 03 i 7． 30 1 7． 22 1 7L 78

6． 93 1 7． 32 ’ 7． 24 1 73． 46

6． 75 i 7． 27 1 7． 22 i 79． 12

第6表軽度の歯槽膿漏罹患者の唾液pHならびに
   唾液CO2含有量，血液CO2含有量について

氏名搬唾液・H聾。蟹戦

   小

   西

   正

   高

女  河

   安

   早

   高

   小

   吉

久

八

八

節

日

工

千

雪

正

ユ

1’ 2i 1 61s

Ilig・1／s：．：・

i3il

i26
i
r 27

i 28

6． 8

7．0

6． 8

  7． 0

32！ ZO
 i
34 i・ 6．8

x／ 1 6．8

3sl 7．2

 巳

19． 2

16．7

14．3

15．1

16， 3

17． 8

15．4

17． 2

17． 6

19．5

53． 3

50． 6

50 1

54． 1

男

千 松

蒲 一

上 弘

渡 元

井 公

山 光

西 千

大 硝

石 喜

浅 四

：181

i21…

23．

…25！

 ノノ   

261

1”1
28；

1301

136i

54， 6

53． 7

7，01 P5．41

6．8「14．6154．8

；：謡鋤

7．4ロ8．4旨
    
7．2  1 15．4 ！ 50．3

ピili嘱・

7・2 奄P7・1 53・3

平均［ 6． 94・ 1 16． 91 i 52． 73

総平堀 i 6． gs 1 16． 11 ・ s3． c6

第8表 高度の歯槽膿漏罹患者の唾液pHならびに

   唾液CO2含有量，血液CO2含有量について

氏剖年令瞳…黙鷺零奮蜜

平均
7． 14 i 16． s4 1 s3． so

   上

   西

   松

   小

女
   水

   土

   広

   吾

   青

紀

幸

加

英

光

幸

早

梅

美

キ

Ii7［ 7．o
i；，’ ！iii

1．． 1
19 E 7．4

馴・．・

i2’］ 7r2

1 t／ 1 7． 2

i l
l i！ 1 7． O

i？tl 7・2

闘；：1

1 is．6 1

20．3 ］

lnsI
17．4 1

 1g．2 1

［ 17．1

 15． 4

1 ls． s 1

！IPIg i

i 16．6

54．2

53． 4

男

柳 初

西 真

村 克

森 貞

奥 二：

岸 操

渋 徳

金 元

磯 二

佐 吉

浅 康

1 26

2i

I4g

圃
51 i

158
1 6i

1621

i631

i66
1

6． 8

7．0

7． 0

6． 8

6． 8

7． 2

7． 0

6． 6

7． 0

6． 6

7． 0

14．3

11，3

16．1

16． 8

16．2

17．2

15． 2

17． 8

1e．6

15． 8

13．5

48． 5

50． 8

52．7

52，8

52． 2

53． 6
平均

51． 6

        
6．89    14．98 1  51．40

       1．

頂花

平均
        
7・16 17・ 84 i53・20

総平均．
z is 1 17． igl s3． i3

女

第7表中等度の歯槽膿漏罹患者の唾液pHならび
   に睡液CO2含有：量，血液CO2含有量について

氏名年令嚇・曙幣賭囎C蜜

岩 一

宇 キ

北 光

井 マ

近 ナ

作 セ

西 信

島 ユ

36

43 i

rl ’」

謝
）Ji

覇

7． 0

7．0

7． 0

6． 8

7． 0

6．6

7． 0

6． 8

631 6．8

1 i7．，

IZi S

142167

121i

l’IIZ

谷 仙

小 良

羽 太

板 三

佐 御

三 御

笠 巨

大 進

遠 翌

翌 吉

i2117・2
241   7．O

illil：l

I ［
 〃 ｛6，6
！ …

33；7．2
…34］7．。

旨3S 17．0
     

k・｛7．2

…43 i7．0

51． 4

52． 1

53．8

49． 8

男

1 16．2

1 15．9

 16． 6

 15．5
r 14．5

1 14． 2

 1Z 2

 15．3

ほ4．1

1 13．6 i

［         i

55．1

51． 4

56．6

平均
1 6． 89 1 15． 34 ・ 51． 78

縛馴 6． 89 1 15． 15 ’ 51． 56

5e． 7

51． 5

53． 9

54．2

酸ガス含有量を年代別に比較検討してみると（第9表），

唾液pHは高年者になるに従い酸性側に移行する現象を

示すが，一方唾液中炭酸ガス含有量も高年者になるに従

い減少の傾向を示してくる。一方血液中炭酸ガス含有量

を測定し，睡液pH，唾液中炭酸ガス含有量と比較して

みると，わずかではあるが炭酸ガスは減少して行く傾向

一2389一



98

第9表 年代別に分類した歯槽膿漏症の唾液pHな

   らびに睡液CO2含有量，血ue CO2含有量の

   平均値について

第11表 中等度の歯槽膿漏罹患者の唾液pHならび

   に唾液中のナトリウム，カリウム，カルシウ

   ム含有量について

唾液・H熱熱賭潔舷
10年代
20年代
30年代
40年忌
50年代
以  上

7． 08

7． 07

7． 03

6． 97

6． 87

17． 84

16． 39

16．16

15． 28

15． 05

氏名齢馬。液m鎚11m夢dl l岬d1

54．20

52． 63

52．69

52． 57

52．26 男

第10冊子軽度の歯槽膿漏罹患者の唾液pHならびに

  唾液中のナトリウム，カリウム，カルシウム

  含有量について

坪 太

中 義

近 実

馬 信

高 利

小 都

長 保

田 時

西 芳

18 1 7．2

19

24

t／

1／

27

34

i 38

1 47

7． 0

6． 8

6． 6

7．2

7． 0

7．0

7． 0

7． 0

   」17．64 i

26．21

16．25

16．19

19．92

18．63

24． 05

24．55

18．57

11：濡：l1

52． 67 i 6． 81

69． 23 1 7．68

67． 34 1 5． 87

   1
59． 32 1 7． 79

63． 26 ［ g． 21

60．13

60． 45

7． 62

6． 51

氏名i塾￥1m恥lim菱dlim恥1
i18 17．2） 18．32
        く

郡：9． B？：瀦

㌦17．OI 16．54
i2317．4 i 22．34

平均

男

小 淳

片 甚

平 仙

相 孝

相 笹

蟹 窯

印 敬

国 光

菅 文

平均i

i 25

i 27

［301
i 32

7．2 ［ 17．64

7．0 1 17．97

7．0 1 19．44

7．4 1 20．17

74．93

63． 28

62．14

60． 29

57．68

64．57

67． 14

70． 03

67． 54

7．72

6． 38

6． 60

8． 56

6． 29

9．12

7． 92

5． 29

5． 48

1 7． 11 ［ ls． s6 1 6s， 2s ［ 7． 04

6． gs 1 20． 22 1 62． gg l z ls

  i      l      l

女

 ハ   お 目tJ 邑

 藤 充

 末 義

陣文
 山 幾

 小 ふ

 林 光

 三 ゆ

 酒 宏

i木幸

障俊

女

23

25

26

28

33

t／

34

35

39

41
L
I ss

6．8

7． 0

7． 0

7． 0

7．0

7． 0

7．2

7． 0

6． 8

7．0

20． 24

23． 27

19．78

21． 38

16．40

17．47

22． 38

19． 84

18． 97

21． 62

57． 27

58． 84

57．92

58． 87

62． 77

64． 63

59． 72

60． 05

64． 51

8． Q3

7． 64

6． 52

9． 93

7． 71

6． 83

6．69

6． 41

7．82

   i  τ941i鱒
1 6． 8 1 24． F－1 r－t 1 68． 13 i 6． 31

大 素

食 明

富 登

青 佐

浅 和

土 俊

岡 鶴

亀 幸

奥 容

原 糸

川 節

1616．8  
18i7．0

 X1

19

 ／t

i 1／

20
1 22

1n
I 3，

L，

7． 4

7． 4

7． 0

7．0

7． 2

6．8

7． 0

7． 2

2i． 04 li

19． 34

1s． 02 1

17．32旨

19． 26 」

   I
i9． 24 i

67， 28 1・ 6． 94

71．41

0r g． 88

60． 68

58．87

69． 27

平均1 1 6．g6 1 20． ss 1 62．07 1 7．2g

5．85

5． 83

7． 62

6．98

5． 93

7． 06

婁平1 6． g7 l  20． 40 1 62． 49 i 7． 24

7． o 1 23． 37 1 6s， lg 1

       67． 02 i 6． 7219． 64 1

21． 06 i

   E
16． 80 1

16． 38 ’

69． 23 1 8． 25

62． e4 1 6． 38

   r

66． 2s 1 s． s6

   1

平均1

三跡1

7． 07 i 19． 22 ’1 65． 46 i 6． 67

  1
7．09 i 19．06 i 65．38 1 6．83

が観察されるQまた性別により観察してみると，血液中

炭酸ガス含有量はほとんど差異が認められない。

 4．歯槽膿漏症罹患者の唾液pH，ならびに唾液中の

ナトリウム，カリウム，カルシウム含有量との比較検討

 歯槽膿漏症の軽度，中等度，高度の罹患者について，

唾液中のナトリウム，カリウム，カルシウムの含有量を

測定した結果は第10表，第11表，第12表の通りである。

病状が軽度から中等度，高度と進行して行くに従い，唾

液pHはわずかに酸性側に移行し，唾液中のナトリウム

含有量はわずかに増加し，カリウム含有量は逆にわずか

に減少するが，カルシウム含有量は極めてわずかの増加

を示している。性別について歓察してみると，ナトリウ

ム含有量は，女性は病状が進むに従って増加するが，男

性にはこの現象はみられず，ナトリウム含有量は女性の

方が幾分多い。カリウム含有量は，男女共にその含有量

に光差は認められない。カルシウム含有量は男性は病状

が進行するに従って増加する傾向があるが，女性にはこ

の現象は著明にあらわれていない。しかし軽度の場合を

除いては，その含有量に目差は認められない。一方年代

別に観察してみると，年代を経るに従ってナトリウム含

有量はわずかに増加する傾向があり，カリウム含有量は

わずかに減少する傾向があるが，カルシウム含有量は年

令に関係なく著明な変動はみられない（第13表）。

 5． 歯槽膿漏症罹患者の唾液pH，ならびに唾液粘稠

度，およびムチン含有量との比較検討

 歯槽膿漏論調患者を軽度，中等度，高度の臨床所見に

従い観察した結果は第14表，第15表，第16表の通りであ

る。唾液pHは，軽度，中等度は中性ではあるが7．0以

上の値を示しており，高度では7．0以下の値を示してい
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第12表 高度の歯槽膿漏罹患者の唾液pHならびに

   唾液中のナトリム，カリウム，カルシウム含

   有量について

  氏名年艦H液』恥llm夢d1鵡dI

第14表 軽度の歯槽膿漏罹患者の唾液pHならびに

   相対粘度，ムチン含有量について

網

田 康

渡 成

川 泰

町 哲

申 雅

植 征

堀 健

佐 善

増 元

西 六

39

44

48

49

58

62

64

67

68

x／

7．0

6． 8

7．0

6． 8

7． 0

7．0

7． 2

6． 6

6． 8

7． 2

20． 32

22． 97

24．66

15． 43

20．36

16．97

19．78

19． 73

19． 65

17． 02

57．73

60．86

56． 19

69．36

68． 23

64． 2B

65． 52

57． 35

63． 47

64． 25

7． 58

6． 49

5．98

8．91

9． 25

6． 48

7． 02

6． 48

7． 18

7． 76

朔
pat． g411g．4s 162．7217．31

氏割年令蹄・H棚紬皇駕盆有

男

内 秀

吉 よ

山 万

松 フ

石 美

千 登

前 糸

島 り

松 信

宮  ト

  
2917． 2

1 42

50

1i 51

1 s，

7． 0

6． 8

7．0

7．0

6． 6

23． 83 1

23． 87

21． 25

16． 73

22． 45

23． 59

64． 42

64． 53

60． 87

6e． es

67． 23

56． 72

62． 84

50． 96

59． 27

63． 48

6． 72

6． 82

6． 92

6． 25

9． 81

7． 66

7． 14

5． 44

10．59

5． 61

佐 昇

小 富

大 利

斎 玉

無 陸

西 幾

高 清

矢 当

上 勢

出 行

北 忠

上 阜

駒 忠

一］

18

19

1t

21

！1

22

t1

24

11

女

t1

26

27

28

7． 0

7． 2

7． 0

7． 0

7． 2

7．0

7． 2

7． 0

7．0

6． 8

7． 4

7． 2

7．4

1． 083

1． 557

1． 464

1．508

1． 446

1．457

1．504

1． 870

1．367

1．577

1． 298

1． 510

1．402

O．165

O． 160

O． 220

O． 185

1 s4

is6

59

ii 63

64

6．s 1 ls． s6

6．8 1 23．72

7．2 1， 25．62

6．8 ［ 19．72

平均i

  ［

O． 195

6．g2 ［ 21．g6 1 61．04 i 7．2g

6． 93 1 20． ．72 1 61． 88 ［ 7． 30

   
平均1 7． 11 e 1． 464 i O． 185

女

総平
均

伊 純

安 清

桜 憲

大 清

心 圭

九 秀

川 紀

工 友

田 英

松 面

戸 弘

17

18

’ノ

19

1！

21

！ノ

22

24

25

t／

7．2

7． 2

7．2

7．2

7．0

7． 2

7．4

7． 0

7． 0

7．0

6． 8

1． 986

1． 252

1． 387

1．386

1．126

1． 421

1． 671

1． 224

1．429

1．347

2． 427

O． 225

O． 180

O． 195

0． 170

第13表 年代別に分類した歯槽膿漏症の唾液pHな

   らびに唾液中のナトリウム，カリウム，カル

   シウム含有量の平均値について

平均 e 7．11 1 Lsi41 o． lg3

総平均
7． 11 1 1． 4s7 1 o． lss

三井・則m鋤、、m夢d温蜜d1

10年 代
20年 代
30年 代
40年 代
50年代以上

7． 10

7． 00

7． 05

6． 93

6． 91

19． 60

19． 74

19． 73

21．18

20． 54

66． 01

62． 30

63． 47

63． 58

62． 17

6． 63

7． 36

7．10

6． 84

7． 32

第15表 中等度の歯槽膿漏罹患者の唾液pHならび

   に相対粘度，ムチン含有量について

る。睡液粘難度は病状が進むに従って低い値を示し，ム

チン含有量も粘稠度に並行して低い値を示していること

が観察される。性別により観察してみると，唾液pHは

ほとんど三差が認められない。一方唾液粘稠度，ムチン

含有量においては，唾液粘稠度は女性の方がわずかに高

い値を示しているが，ムチン含有量においては中等度の

男性がわずかに高い値を示し，軽度，高度では女性の方

が幾分高い値を示して，粘稠度と並行している。また年

代別に観察してみると（第17表），睡液pHは高年者に

なるに従って酸性側に移行する。唾液粘稠度において

隊名画麟・踊対鍍ポ齋

男

 永 益

 川 典

 村 利

 藤 堅

 上 弘

 吾 千

 井 新

 新 一

 横 文

 竹 博

 水 邦

1千松
陣明

17

19

11

22

X1

24

！1

27

28

29

31

34

36

7． 2

7． 4

7． 2

7． 2

6． 8

7． 0

6． 8

7． 0

7． 0

6． 8

7．0

7． 0

1． 433

1． 393

1． 685

1． 348

1， 209

1． 205

L 594

1． 263

1． 338

1． 882

1． 494

1．421

7．o 1 1．32s

O， 270

O．190

O． 255

O．170

0． 195

平均
7． 03 1 1． 430 1 o． 216
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女

岡 良

野 由

熊 よ

鈴暎
今 君

恩 幾

生 ふ

村 里

牧 三

石 洋

尾 文

木 雪

18

21

27

28

t1

29

31

／x

32

11

33

35

6．8

7． 0

7． 0

7． 2

7． 0

7．0

7．2

7． 0

6．8

6．8

7． 2

7． 0

1． 547

1． 297

1．367

ユ．347

1． 238

1．582

1． 324

1． 327

1． 512

1． ．？．86

1． 352

1．575

O．125
第17表 年代別に分類した歯槽膿漏症の唾液pHなら

   びに相対粘度，ムチン含有量の平均値について
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第16表 高度の歯槽膿漏罹患者の唾液pHならびに

   相対粘度，ムチン含有量について
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は，年令的にあまり関係は認められないが，50年代以上

になると低い値を示す。これをムチン含有量と比較検討

してみると，30年代までは唾液粘稠度とムチン含有量は

ほぼ比例しているようにみえる。しかしムチン含有量は

40年代以上になると，唾液粘稠度とは無関係に低下す

る。

 6． 同一患者についての唾液pH，唾液中ならびに．血

液中炭酸ガス含有量，唾液中ナトリウム，カリウム，カ

ルシウム含有量，唾液粘稠度，ムチン含有量，および血

糖値との比較検討

 歯槽膿漏症罹患者16名，また健康者3名について測定

してみた結果は第18表の通りである。歯槽膿漏症の軽度，

中等度，高度の臨床所見により観察してみると，唾液

pHは軽度と中等度は中性ではあるが7．⑪以上の値を示

し，高度になると7．⑪以下に移行する。唾液中炭酸ガス

含有量，血液中炭酸ガス含有量は，いずれも病状が進行

するに従い僅差ではあるが減少する傾向があり，唾液中

ナトリウム，カリウム，カルシウム含有量は，病状が進

むに従いナトリウム量はわずかに増加し，カリウム量は

わずかに減少しているが，カルシウム量は中等度の場合

が比較的高い値を示し，病状に伴う変動は認められな

い。また唾液粘欄度とムチン含有量は，病状の進行に従

い，睡糊粘稠度はわずかに低下する傾向がみられるが，ム

チン含有量は中等度の場合が高い値を示し，両者に一定

の関係が認められない。血糖値については病状の変化に

伴う変動は認められ，高度の場合は高い値を示してい

る。性別により観察してみると，唾液pHは男性は中性

ではあるが7．0以下の値を示し，女性は7．0以上の値を

示しており，睡辛辛炭酸ガス含有量，血液中炭酸ガス含

有量はいずれも女性の方が男性よりもわずかに高い値を

示していた。唾液中ナトリウム，カリウム，カルシウム

含有量においては，ナトリウム，カルシウム含有量は比

較的女性に多く，カリウム含有量はわずか男性に多い傾

向が認められた。唾液粘稠度，ムチン含有量は，唾液粘

稠度には著差は認められないが，ムチン含有量はわずか

に女性に多い傾向がみられ，血糖値には男女の差はあま

り認められないQ以上同一患者についておこなった結果

は，前述の個々の患者について測定した結果と大体同じ

ような傾向が観察された。
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第18表 同こ患者についての唾液pH，唾液中ならびに血液申炭酸ガス含有量，唾液中ナトリウム

    カリウム，カルシウム含有量，唾液粘稠度，ムチン含有量ならびに血糖値について
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        皿 考    按．

 水素イオン濃度（pH）の測定法には，電気的測定法と

比色法とがある。著者は唾液pHの測定に当り，採取唾

液について電気的測定法と箔比色法とを用いて測定を行

い，ほとんど両者に差のみられないことを観察した。し

かし，口腔内唾液のpHを直接測定するためには，電気

的測定法においては電極を口腔内に挿入しなければなら

ず，また充分に電極を浸しうるだけの唾液の瀦溜を必要

とする極微小な電極でない限り現在のpHメーターの電

極では，口腔内にかなりの唾液を瀦溜せねばならず，被

験者も不快であり，また操作も比較的複雑となり測定も

困難である。そこで箔比色計を用いて，口腔内唾液の

pHと，採取した唾液のpHとを測定して比較検討して

みると，それぞれの平均は7．40，7． 51であり，口腔内唾

液の方がわずかに低い値を示している。これは採取する

のに時間を要し，また空気中に放置される結果炭酸ガス

の放出などがおこるためではなかろうか。そこで唾液

pHの測定に当っては，直接的に，また簡便に多数の被

験者についてpHを測定しうる箔比色法を用いて唾液

pHを測定したQ

 唾液pHの正常値については，多くの研究者により測

定されている。電気的：方法を用いては，Pohle， D．，

Strebinger， F． D．ら9｝は，7．00～7．60， Popper， H． D．，

Haffner， B． W．らle｝は，6．77～7．52．， Kallhard， L

CII）．レま， 6．04～7．17．， 今野12）｝ま， 6．4～7．4

であると報告している。一方比色法を用いては，Kone－

ffke， H．13）は，6．0～7．0， Starr， M． C瑚は，5，75～

7． 05，Turkheim， T． S．1「））は，6．85～7．62，安保16）は，
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6．6～7．4であると報告している。著者の実験結果では，採

取唾液についてガラス電極pHメーターを用いて測定し

た場合には7．00～8。15平均7．52であり，箔比色法を用い

て測定した場合には7．2～8．2，平均7．51であり，口腔内

にて直接箔比色法を用いて測定した場合には7．0～8．2，

平均7，40であった。著者の実験成績ではわずかにアルカ

リ側に傾いている結果が観察された。

 歯槽膿漏症の研究においては，従来主として病理学

的，細菌学的の研究が多く，生化学的に観察したものは

比較的少い。近時生化学的研究が進展するに従い歯周組

織の物質代謝の研究が報告され，全身的代謝障碍の影響

下に本症の発現が認められるともいう。歯槽膿漏症と血

糖の関係について，村瀬ら1〕は歯槽膿漏症罹患者の血糖

値を測定し，正常変動範囲内ではあるが比較的高い値を

示すことを観察し，糖質代謝障碍に関連性があることを

報告している。著者の実験結果においても，歯槽膿漏症

の軽度，申画廊，高度と病状の進行に伴い正常変動範囲

内ではあるが，少しく増大して行く傾向を示している。

このように病状の進行を伴い血糖値がわずかで｝2あるが

増大して行く傾向を示すことは，ある意味で肝機能に関

係しているのではなかろうか。このことについては阪口

ら17）は歯槽膿漏症罹患者について肝機能検査を行い，軽

度の障碍のある傾向を認めている。

 血液のpHは7．3～7．4に常に一定に保たれている。こ

れは血液が緩衝作用を持っているからである。唾液は口

腔腺から分泌されるが，唾液の成分は血液に由来してい

る。そこで著者は唾液のpHのみならず，歯周組織の局

所血液のpH，腕正中静脈より採取した血液のpHを測

定し比較検討してみたQまた歯槽膿漏症の膿汁について

もpHを測定してみた。歯槽膿漏論義患者の唾液pHは，

歯槽膿漏症の軽度，中等度，高度と病状の進行に伴い，わ

ずかに酸性側に移行して行く傾向を示している。また歯

槽膿漏症の膿汁も同様に低下の傾向を示しているQしか

しながら局所血液，静脈血のpHは病状による差異はみ

られない。このことは歯槽膿漏症の病状の進行に伴い，

唾液成分の血中から唾液への透過において陽イオン物質

の透過の減少，陰イオン物質の透過の増大によるのであ

ろうか。一方歯槽膿漏症の軽度のものは比較的若年者に

多く，高度のものは高詠者に多いことより，腺細胞に軽

度の退行変性や萎縮があり，このため機能の低下によっ

て分泌速度が弱まることも考えられる。また歯周組織の

代謝異常により生成する乳酸などが唾液中に放出される

ためであろうか。これについては病状の進行に伴い少し

血糖値の増大を示すことから，解糖現象が少し促進され

るため歯周組織において乳酸がより多く生成され，それ

が唾液申に放出されてくるためであろうと推察できる。

 一方血液において，第一義的に緩衝作用を示している

ものは炭酸イオンである。・そこで血液申炭酸ガス含有

量，唾液中炭酸ガス含有量を測定してみた。唾液中の炭

酸ガス含有量は，歯槽膿漏症の病状の進行に伴い，わずか

に減少して行く傾向を示しているが，血液中の炭酸ガス

含有量はほとんど一定であった。病状の進行に伴い，唾

液中炭酸ガス含有量が減少して行けば，唾液pHはアルカ

リ性側に移行して行く筈である。しかし唾液pHは歯槽

膿漏症の病状の進行に伴い酸性側に移行して行く傾向を

示している。これは全く逆の関係になる。すると，歯槽

膿漏症においては病状の進行に伴い炭酸以外の酸性物質

がより多く生成して行くためであろうか。また解糖過程

の促進による乳酸の生成増大，あるいは組織崩壊による

有機酸の生成，また菌体による有機酸生威の増大するた

めではなかろうか。

 一方陽イオンについて観察してみた。病状の進行に伴

い，唾液申のナトリウム，カルシウム含有量はわずかに

増大の傾向を示していた。このことより唾液pHの酸性

側移行はナトリウム，カリウム，カルシウムなどの陽イ

オン物質の血液中から唾液申への透過の減少の結果では

ない。一般にカリウムは細胞内液に，ナトリウム，カル

シウムは細胞外液に存在するといわれている。カリウム

含有量が減少する傾向を示すことから唾液pHの酸性側

移行の現象が組織崩壊のためからとは考えられない。

 一方宮本ら5）は唾液中のナトリウム，カリウム含：有量

は，アドレナリン，ピロカルピン，アトロピンなどによ

り変動することを報告している。アドレナリンを注射す

ると，ナトリウムは注射後短時間で低下しそのまま続く

場合と，後期に著しい増加をきたす場合とがみられ，カ

リウムは注射後短時間では増加して後期には低下を続

け，ピロカルピン注射ではナトリウムは増加し，カリウ

ムは減少し，アトロピン注射ではカリウムは増加し，ナ

トリウムは減少する。唾液のナトリウム，カリウム含有

量は自律神経によって支配されているようでもある。

 一方交感神経を刺激した場合には睡液は濃厚で粘稠と

なり，副交感神経を刺激した場合には稀薄でさらさらし

た唾液が多量に分泌されることは知られている。岩井t8｝

は睡液の粘稠度がアドレナリン，ピロカルピンの注射に

よって変動することを報告している。唾液の粘稠度は主

として，ムチンの含有量によって左右されるという。し

かしながら，島田ら19｝は唾液粘稠度とムチン含有量とが

比例しないと報告している。そこで歯槽膿漏症罹患者の

唾液粘稠度とムチン含有量を測定してみた。歯槽膿漏症

の進行に従って，唾液粘稠度は低下し，ムチン含有量も

わずかに減少する傾向を示しているが，必ずしも平行し

てはいなかった。吉川20）は，ムチンが唾液中に溶存する

燐酸カルシウム，炭酸カルシウムに対し保護膠質として

作用し，ムチン含有量が少くなると保護膠質が低下して

唾液中の石灰塩が析出して歯石を作るということを報告

している。著者の実験結果においても，歯槽膿漏症の進
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行に伴い唾液pHは酸性側に移行し，ムチン含有量も減

少し，一方睡液中カルシウム含有量が少し増大している

結果は，歯槽膿漏症の進行に伴い歯石の生成が多くなる

ことを実証している。

 以上の結果から，歯槽膿漏症は，病状の進行に従って

局所の代謝障害を伴ない，かつ，副交感神経緊張状態に

なるような様相が観察されるので，歯槽膿漏症は単に歯

頸部附近のみの疾患ではなく，全身的疾患と極めて密接

な関係にあるものと推察される。

        IV 結    語

 1）採取唾液のpHを電気的測定法，箔比色法を用い

て測定した場合の平均値はそれぞれ7．52，7．51であっ

た。箔比色法は簡便にして迅速に唾液pHを測定しうる

方法である。

 2）唾液pHは，採取してから測定した場合には口腔

内にて直接測定した場合よりもわずかに高い値を不して

いた。

 3） 正常人の唾液pHは，日差，時差による変動がほ

とんどみられなかった。

 4）歯槽膿漏症罹患者の唾液pHは，歯槽膿漏症の軽

度，中等度，高度と病状の進行に伴いわずかに酸性側に

移行して行く。また歯槽膿漏症の膿汁も同様の傾向を示

す。しかし静脈血，局所血液のpHは病状により差異は

みられなかった。

 5）歯槽膿漏症の病状の進行に伴い血糖値は，唾液

pHの酸性側移行に反比例して増加する傾向を示した。

 6）歯槽膿漏症の病状の進行に伴い，唾液pHの酸性

側移行に比例して，唾液中炭酸ガス含有量は減少する傾

向を示していた。しかし血液中炭酸ガス含有量はほとん

ど変化がみられなかった。

7）歯槽膿漏症の病状の進行に伴い，唾液pHの酸性

側移行に平行して，唾液中のナトリウム量はわずかに増

加の傾向を示し，カリウム量は少し減少の傾向を小して

いた。

 8）歯槽膿漏症の病状の進行に伴い，唾液pHの酸性

側移行に平行して，唾液粘禍度は低下し，ムチン含有量

もやや減少する煩向を示していた。

 9）歯槽膿漏馬顔思者の同一思者について唾液pH，

唾液中ならびに血液中の炭酸ガス含有量，唾液中ナトリ

ウム，カリウム，カルシウム含有量，唾液粘稠度，唾液

中ムチン含有量，および血糖値を測定し比較検討した。

 御指導，御校閲を賜わった村瀬正雄教授に衷心より感

謝致します。また生化学実験法について御指導頂いた本

学生化学教室松村義覧教授，松村剛講師に深く感謝致し

ます。なお実験の御便宜を下さった口腔外科学教室員一

同に感謝の意を表します。

 本硫究は，村瀬正雄教授に与えられた文部省科学研究

費の援助を得て行ったものであるQ
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